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株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼
申し上げます。

ここに当グループ2023年3月期中間期の事業概要等につ
いてご報告申し上げます。

当中間期における世界経済は、ウィズコロナを前提とした
経済活動の正常化が進展する中で、景気は緩やかな持ち直し
が続いたものの、ウクライナ紛争の長期化に伴う国際情勢不
安や中国のゼロコロナ政策によるサプライチェーンの混乱、
世界的な金融引締めも続けられる等、引き続き不安定な状況
となりました。また、我が国におきましては、7月以降の新
型コロナウイルス第7波による感染者の急増に加えて、日米
の金利差拡大による急激な円安進行が物価高をもたらしたこ
とにより、回復のペースは弱含みで推移いたしました。

このような経営環境の中、昨年よりスタートいたしました
第八次中期経営計画「Change as Chance ～変化の中に 

代表取締役社長　高橋  輝夫

こそチャンスあり～」では、これまでの成果を踏まえつつ、
既存事業の収益力強化、新事業の育成・確立、およびサステ
ナビリティ経営の推進を同時並行的に強く推し進めるととも
に、適切なリソースコントロールを図ることで、持続的な成
長と中長期的な企業価値の向上を推し進めております。

また、2022年7月27日に当グループは、株式会社リケン
との間で、共同持株会社設立（株式移転）による経営統合に
関する基本合意書を締結いたしました。100年に一度と言わ
れる自動車業界の大きな変革の中で、長年培ったブランドを
活かし、経営資源を効果的に活用しながら次なるコア事業の
育成等を推進することにより大きな相乗効果を発現し、更な
る企業価値の向上に繋げてまいりたいと考えております。

株主の皆様におかれましては、今後もより一層のご理解
とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

ごあいさつ

■ 決算ハイライト
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当中間期の業績についての概要
当グループが関連する自動車業界におきましては、需要

は旺盛な状況にあるものの、引き続き車載半導体の不足や
部品供給の停滞等により本格的な挽回生産には至らず、世
界の自動車生産台数は前年同期比で微増にとどまりました。

このような経営環境の中、当グループにおきましては、
上記の影響を受けたものの、顧客動向にあわせた需要の取
り込みや為替円安による効果等により、売上高は277億88
百万円（前年同期比9.0%増）となりました。

損益面におきましては、原燃料費高騰や円安等に伴う各
種コストアップを価格転嫁や原価低減を推し進めることで
できる限り吸収してまいりましたが、営業利益は9億55百
万円（前年同期比44.8%減）となりました。また、経常利
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経常利益� （単位：百万円） 親会社株主に帰属する中間（当期）純利益� （単位：百万円）
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通期の見通しについて
世界経済の先行きにつきましては、ウィズコロナの新た

な段階への移行が進められる中で、各種政策の効果もあり、
景気の持ち直しが期待されておりますが、物価高、供給面
での制約、金融資本市場の変動等の影響によるリスクが予
想されます。

このような状況を踏まえ、2023年3月期の業績予想につ
きましては、前回予想を据え置き、売上高550億円、営業
利益27億円、経常利益28億円、親会社株主に帰属する当期
純利益19億円としております。

益につきましては、円安進行による為替差益の計上等によ
り、13億84百万円（前年同期比25.5%減）、親会社株主に
帰属する中間純利益は5億73百万円（前年同期比55.1%減）
となりました。

（環境目標）
　CO₂排出量：△25％（2013年度対比）

【重点施策】
1．�全体最適なモノづくりシステムの構築
2．�コア技術・製品によるソリューション提供型開発営業

の推進
3．�新製品事業開発・創出の強化
4．�人と組織の構造改革（意識改革）
5．�サステナブル企業への躍進

【行動指針】
「新しい５“Ｓ”」
▶  変化に対応できる　　　　　　Ｓｐｅｅｄ
▶  戦略を立案し実行できる　　　Ｓｋｉｌｌ
▶  データに基づき科学的に判断　Ｓｃｉｅｎｃｅ
▶  組織を良くしたいという熱意　Ｓｐｉｒｉｔ
▶  安心安全な環境と心構え　　　Ｓａｆｅｔｙ

今後の事業展開について
当グループは、更なる成長を図るべく、2024年3月期を

最終年度とした第八次中期経営計画を策定し、以下の重点
施策の遂行による企業価値の向上に取り組んでおります。

【基本方針】
「Change as Chance」
　～変化の中にこそチャンスあり～

【目標値（2024年3月期）】
（経営目標）
　売上高：540億円以上、営業利益率：8％以上、
　非自動車エンジン売上高比率：15％以上

配当について
当グループは、株主の皆様に対する適切な利益還元を経

営の最重要課題と位置づけ、成長と企業価値向上のための
投資や財務の健全性とのバランスを検討したうえで、安定
的・継続的に配当を実施することとしております。

当中間期の配当につきましては、直近の配当予想のとお
り、1株当たり20円とさせていただきました。

また、期末配当につきましては、1株当たり50円（予想）
とし、中間配当とあわせた年間配当は1株当たり70円とさ
せていただく予定でおります。
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（当中間期）

第124期 第125期 第126期

中間
通期

売上高の推移� （単位：百万円）舶用・
その他の
製品事業

（売上高構成比
4.0％ ）

舶用・その他の製品事業の売上高は、11億3百万
円（前年同期比13.1％減）となりました。
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（当中間期）
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中間
通期

売上高の推移� （単位：百万円）その他
（売上高構成比

11.0％ ）

商品等の販売事業を含むその他の売上高は、㈱ 
ノルメカエイシアの子会社化等により30億56百万円

（前年同期比28.4％増）となりました。

自動車
関連製品
事業

（売上高構成比
85.0％ ）

自動車関連製品事業は、車載半導体不足等の影
響により、世界の自動車生産台数は前年同期比
微増にとどまったものの、顧客動向にあわせた需
要の取り込みや為替影響等により、売上高は236
億28百万円（前年同期比8.1％増）となりました。
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第127期
（当中間期）

第124期 第125期 第126期

中間
通期

売上高の推移� （単位：百万円）

ピストンリング 14,212百万円（＋10.9％）

バルブシート 4,729百万円（＋1.0％）

その他自動車
関連製品 4,687百万円（＋7.8％）

売上高
277億88百万円
（前年同期比9.0％増）
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■  中間連結貸借対照表（要旨） ■  中間連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）（単位：百万円）

（注） 各連結財務諸表の詳細につきましては、当社ホームページ掲載の決算短信をご覧ください。（ホームページアドレスは裏表紙ご参照）

前期末
2022年3月31日現在

当中間期末
2022年9月30日現在

（資産の部）

流動資産 30,166 32,745

固定資産 37,208 38,042

　有形固定資産 28,457 29,847

　無形固定資産 695 1,035

　投資その他の資産 8,055 7,160

資産合計 67,375 70,788

（負債の部）

流動負債 20,959 22,578

固定負債 11,409 9,996

負債合計 32,368 32,574

（純資産の部）

株主資本 29,969 30,187

　資本金 9,839 9,839

　資本剰余金 6,080 6,080

　利益剰余金 14,885 15,054

　自己株式 △ 835 △ 787

その他の包括利益累計額 3,171 5,908

新株予約権 67 67

非支配株主持分 1,798 2,049

純資産合計 35,006 38,213

負債・純資産合計 67,375 70,788

前中間期
自　2021年4月  1日
至　2021年9月30日

当中間期
自　2022年4月  1日
至　2022年9月30日

売上高 25,497 27,788

売上原価 19,353 22,013

売上総利益 6,144 5,775

販売費及び一般管理費 4,413 4,820

営業利益 1,731 955

営業外収益 243 526

営業外費用 115 97

経常利益 1,858 1,384

特別損失 － 23

税金等調整前中間純利益 1,858 1,361

法人税、住民税及び事業税 473 597

法人税等調整額 11 139

中間純利益 1,373 623

非支配株主に帰属する中間純利益 96 49

親会社株主に帰属する中間純利益 1,277 573

（単位：百万円）■  中間連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）
前中間期

自　2021年4月  1日
至　2021年9月30日

当中間期
自　2022年4月  1日
至　2022年9月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,716 3,466

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,332 △1,569

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,025 △2,099

現金及び現金同等物に係る換算差額 130 1,023

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 1,488 821

現金及び現金同等物の期首残高 4,766 5,989

現金及び現金同等物の中間期末残高 6,255 6,811
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当社が2021年より参画しておりますiLabo株式
会社が実施する水素エンジントラック開発プロジェ
クトにおいて、当社製のピストンリングおよびバル
ブシートを搭載したエンジンの性能を評価する設備
を稼働させることとなりました。

当社は電動化が困難な大型商用トラックが水素エ
ンジンにおける主要なマーケットとなるものと注目
しており、本プロジェクトを通じて次世代水素エン
ジンの開発に貢献してまいります。

■ 2022年度プロジェクト活動

エンジン
開発

車両開発

金属粉末射出成形工法（MIM工法）による外科用
インプラントの標準規格ASTM-F2885に準拠した
Ti-6Al-4V合金材料（チタン6アルミニウム4バナジ
ウム､ 以下「本合金材料」）の開発に成功致しました。

本合金材料の開発成功により様々な製品に活用さ
れるための道が開かれるとともに金属疲労が懸念さ
れる医療部材への適用範囲が更に拡大されるものと
考えており、引き続き開発を進め、医療製品の発展
に貢献してまいります。

水素エンジントラック開発プロジェクト参画

MIM工法による医療用チタン合金新材料開発に成功

骨固定用プレート 歯列矯正器具

トピック
No.

トピック
No.

1

2

～10月 

12月 

11月 

1～3月 

12月～ 

4月～ 10～11月 

ECUセッティング
圧縮比最適化

水素タンク・供給系架装
2台目水素エンジン搭載

iLabo
社内走行

基本特性計測

認証試験

耐久試験

実証実走実験
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株主名 持株数（千株）持株比率（％）
日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 818 10.21

株式会社日本カストディ銀行
（信託口） 315 3.94

日本ピストンリング持株会 268 3.35

東京海上日動火災保険株式会社 267 3.33

朝日生命保険相互会社 259 3.23

野村信託銀行株式会社
（日本ピストンリング持株会専用信託口） 246 3.08

日ピス協力企業持株会 179 2.24

株式会社　新生銀行 165 2.06

三菱UFJ信託銀行株式会社 148 1.85

INTERACTIVE BROKERS LLC 141 1.77

発行可能株式総数 19,545,000株
発行済株式の総数 8,374,157株
株主数 9,896名

■ 株式の状況

（注）	１．自己株式（357千株）は上記記載から除いております。
	 ２．持株比率は自己株式（357千株）を除いて計算しております。

商 号 日本ピストンリング株式会社
本社所在地 埼玉県さいたま市中央区本町東5-12-10
設 立 1934年（昭和９年）12月20日
資 本 金 98億39百万円
従 業 員 数 連結：3,034名　個別：669名
主な事業内容 ピストンリング、バルブシートをはじめと

した国内外の自動車関連製品・陸舶エンジ
ン用組付・補修部品ならびにその他各種部
品の製造・販売

■ 会社の概要 ■ 役員

■ 大株主（上位10名）■ 株式分布状況
■ 金融機関 2,799千株 33.43％
■ 証券会社 217千株 2.59％
■ 外国法人等 622千株 7.44％
■ その他の法人 190千株 2.28％
■ 個人・その他 4,185千株 49.99％
■ 自己株式 357千株 4.27％

■�50,000株以上 3,771千株 45.04％
■�10,000株以上 861千株 10.28％
■� 5,000株以上 496千株 5.93％
■� 1,000株以上 1,628千株 19.45％
■� 500株以上 584千株 6.98％
■� 100株以上 1,010千株 12.07％
■� 100株未満 21千株 0.25％

所有者別
分布状況

所有株式数別
分布状況

取締役社⻑ ⾼橋　輝夫
取 締 役
専務執⾏役員 坂本　裕司
取 締 役
常務執⾏役員 藤⽥　雅章
取 締 役
常務執⾏役員 楊　　忠亮
取 締 役
常務執⾏役員 奈良　暢泰

社外取締役 中沢ひろみ
取 締 役
監査等委員 越場　裕⼈
社外取締役
監査等委員 ⽊村　博紀
社外取締役
監査等委員 ⽇野　義英

執 ⾏ 役 員 梶原　誠⼈

執 ⾏ 役 員 津⽥　信徳

執 ⾏ 役 員 岸⾕　隆雄
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〒338-8503　埼玉県さいたま市中央区本町東5-12-10
TEL. 048-856-5011　FAX. 048-856-5035　https://www.npr.co.jp/

事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日まで
期 末 配 当 金
受 領 株 主 確 定 日 ３月31日

中 間 配 当 金
受 領 株 主 確 定 日 ９月30日

定 時 株 主 総 会 毎年６月
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町１-１
TEL. 0120-232-711（通話料無料）
郵送先：〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

公 告 の 方 法

電子公告により行う。
公告掲載URL　https://www.npr.co.jp/
ただし、電子公告による公告をすることができない事
故、その他のやむを得ない事由が生じた場合には、日
本経済新聞に公告いたします。

株主メモ

お知らせ（ご注意）

1. ‌�株主様の住所変更、配当金の振込みのご指定、買取請求その他各種お手
続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券
会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社
等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り
扱いできませんのでご注意ください。

2. ‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口
座管理機関である三菱UFJ信託銀行にお問合せください。なお、三菱UFJ
信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3. ‌�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いい
たします。

会社案内、製品紹介をはじめ、最新のIR情報、
技術情報、環境への取り組み状況等を適時掲載
しております。

https://www.npr.co.jp/

当社ホームページのご紹介
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